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徳江南部
おお ふく でん こう

大福伝講

９゙ ０ ３
月

安政２年(  1 5 )から徳汪南部に伝わる大福伝講（佐

野正 治保存会 々長) が､2 月24日 から25日 にかけて徳

江 南部 公民館で行 われ ました｡

この大福伝講は地区の有志か集まり、夜通し酒を酌

み交わしながら 丑穀豊じ ょう。無病息 災を祈願し、地

城の親ぽくをはかるために､約１３０年も昔から伝 わる伝

統行事で、今年は約70人が参加しました。

25日は、 午前６時 から７うすのもちをつ き、 集まっ

た子ど もたちにも配ら れました。



水田農業確立

後期対策

平成２年度配分率は

２６.０％

昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
水
田
農
業
確
立
前
期

対
策
が
終
了
し
、
平
成
二
年
度
か
ら
後
期
対
策
に
移
行
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

前
期
対
策
で
は
、
米
と
転
作
作
勧
の
効
率
的
な
生
産
、
地
域

条
件
を
生
か
し
た
多
様
な
水
田
農
業
の
展
開
な
ど
、
水
田
の
有

効
活
用
を
め
ざ
し
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し

、
米
の
需
給
動
向
は
依
然
と
し
て
生
産
力
が
需
要
を
上
回
っ

て
い
る
状
況
に
あ
り
、
需
婪

に
見
合
っ
た
米
の
計
画
的
生
産
と

水
田
農
業
の
確
立
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

後
期
対
策
は
、
前
期
対
策
の
経
験
及
び
実
績
と
そ
の
理
念
を

継
承
発
展
さ
せ
る
と
い
う
観
点
か
ら
「
生
産
者
・
生
産
者
団
体

の
主
体
的
取
り
組
み
」
を
基
礎
と
し
て
進
め
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

二
月
五
日
、
柵
鳥
国
見
町
農
協
会

館
で
『
国
見
町
水
田
農
業
確
立
対
策

推
進
協
議
会
』
が
開
か
れ
、
平
成
二

年
度
の

『
水
田
農
業
確
立
対
策
』
の

取
り
組
み
方
針
か
決
ま
り
ま
し
た
。

転
作
目
噤
面
積
は
、
米
の
需
給
均

衡
を
図
る
こ
と
を
基
本
に
、
行
政
と

生
産
者
団
体
の
共
同
責
任
に
よ
っ
て

農
業
者
別
の
配
分
を
決
定
し
、
通
知

す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

後
期
対
策
に
お
け
る
転
作
等
目
標

面
積
は
、
全
国
で
八
十
三
万
お
、
国

見
町
に
は
前
年
比
プ
ラ
ス
四
・
八
お

の
百
五
卜
六
ｎ

（
内
他
用
途
利
用
米

と
し
て
卜
万
千
七
百
六
十
♂
町
Ｉ
面

積
に
換
算
し
て
約
二
〇
・
四
ｎ

）
が

配
分
さ
れ
ま
し
た
。

配
分
さ
れ
た
而
積
を
も
と
に
転
作

串
を
算
出
し
た
結
果
、
平
成

‐‐
印
度

の
配
分
率
は
二
十
六
・
〇
ば
（
採
種

は
場
は
二
十
三
・
六
ば
）
と
い
う
配

分
に
な
り
ま
す
。

集
団
転
作
に
有
利
な

加
算
重
視
の
助
成
金

後
期
対
策
で
は
。
地
城
輪
作
良
泌

の
定
着
と
合
理
的
な
土
地
利
用
を
進

め
、
望
ま
し
い
鷺
農
に
誘
導
す
る
た

め
、
助
成
金
体
系
の
見
直
し
か
図
ら

れ
、
加
算
を
重
視
す
る
体
柔
か
導
入

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
基
本
額
が
十
ｙ

当
た
り

四
千
円
～
九
千
円
減
額
さ
れ
る
も
の

の
、
現
行
加
算
体
系
の
基
本
は
維
持

し
っ
っ
、
地
城
輪
作
農
法
の
一‐
層
の

展
開
・
定
着
を
図
る
と
い
う
懴
点
か

ら
、
生
産
性
向
上
等
加
算
に
高
能
率

助　 成　 金　 額　 －　 覧

区　　　　　　 分 ��

単価(千円/10丶)��

計 �町　 加　 算　 額
�基本額�

加　 算　 額

��生産性向
上等加算 �

地域営

農加算

一　　 蚊　　 作　　物

(変
．大豆、飼科作物、

地力増進作物、花き等) �15 �A:26B:20C:10�10 �　51(

最高)

14(
最低) �

生産性向上等加算

に該当しない場合

15

(1 μ以上の団地)　

10

(501 ～は;の団地)

5

(20t ～501の団地)

永　 年 性　作 物　 等

果樹、転換畑、　(
林地、養魚池等) �20 ���

56(
最商)

19(
最低)

特　　 例　　 作　　物

(賢菜、たばこ等) �
４ �

Ｂ：５

Ｃ：５ ��　19(

最商)
４

(最低)

水　　 田　　 預　　託

(保全管理) �
４ ���４

注：Ａ一高能率生産単位育成加算B  ｰ  3  以上の団地等加算 ｃ－１冫x以上の団地等加算

＠永年性作勧等及び水田預託については、文付期間が限定されます。



地域ぐるみで

水田農業確立

生
産
単
位
育
成
加
算
と
い
う
高
単
価

の
加
算
制
度
か
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
膏
農
加
算
に
お
い
て

は
、
野
菜
な
ど
の
特
例
作
物
か
五
千

円
増
の
一
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
地
域
（
転
作
組
合
）

に
お
け
る
集
団
的
・
組
織
的
な
営
農
・

転
作
の
取
り
組
み
に
対
し
、
よ
り
一

層
有
利
な
助
成
金
体
系
と
な
り
ま
し

た
。
｛
助
成
金
額
一
覧
参
照
｝

今
回
の
助
成
金
体
系
の
見
直
し
を

機
に
、
一
層
、
地
城
営
農
集
団
を
繽

と
し
た
組
織
的
・
集
団
的
な
取
り
組

み
を
強
化
す
る
こ
と
か
必
要
と
な
・

て
い
ま
す
。

※

高
能
串
生
産
単
位
青
成
加
算

転
作
を
含
め

お
お
む
ね
卜
お
の
水

Ⅲ
で

、
転
作
か
団
地
化
さ
れ
、
ｔ

な

作
業
か
生
産
組
織
ま
た
は
中
枝
農
家

に
よ
・
。
て
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
か
要

件
と
な

り
ま
す
。

町
単
独
の
助
成
金
も
継
続

町
で
は
、
高
率
の
転
作
を
乗
り
切

る
た
め
に
は
、
奥
団
転
作
に
し
か
そ

の
打
開
策
か
な
い
と
判
断
し
。
町
瞋

独
の
助
成
金
制
度
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。

こ
の
制
慶
は
、
生
産
者
の
皆
さ
ん

に
、
よ
り
有
利
な
転
作
を
進
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
創
ら
れ
た
も
の
で
す
。

な
お
。
助
成
金
の
内
容
は
助
成
金

額

。
覧
の
町
加
算
額
欄
に
記
載
の
と

お
り
で
す
。

転
作
の
手
法
が
多
様
化
さ
れ
ま
し
た

後
期
対
策
で
は
、
前
期
対
策
で
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
作
物
を
転
作
の
対

象
と
す
る
な
ど
、
取
り
組
み
の
手
法

か
広
が
り
ま
し
た
。

新
た
に
転
作
対
象
作
物
に
な
る
の

は
『
景
観
形
成
作
物
』
と
『
レ
ク
リ

ェ
ー
シ

ゴ
／
農
園
』
で
す
、
こ
の
二

つ
は
前
期
対
策
で
、
市
街
化
区
城
、

用
途
地
域
に
限
っ
て
対
象
と
し
、
一

般
作
物
の
基
本
額
が
交
付
さ
れ
て
い

ま
し
た
か
、
今
回
か
ら
全
地
域
か
対

象
と
な
り
ま
す
．

景
観
形
成
作
物
と
は
、
例
え
ば
緑

化
作
物
、
緑
地
保
全
作
物
、
震
観
を

保
つ
菜
の
花
、
レ
ン
グ
、
コ
ス
モ
ス

な
ど
非
収
穫
の
作
物
で
す
．

水
田
農
業
を
守
る
他
用
途
利
用
米

他
川
途
利
用
米
は
、
全
国
で
五
十

万
ｊ
の
生
産
か
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

国
見
町
に
配
分
さ
れ
た
数
量
に
つ
い

て
は
、
各
転
作
組
合
に
配
分
い
た
し

ま
し
た
。

他
用
途
利
用
米
は
、
加
工
米
の
輸

入
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
生
産
者
の

皆
さ
ん
の
代
表
組
織
で
あ
る
全
国
農

協
中
央
会
な
ど
か
加
工
業
者
と
の
間

で
納
入
契
約
を
し
た
数
量
で
す
の
で
、

必
ず
出
荷
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

し
、
他
用
途
利
用
米
か
自
由
化
を
要

求
す
る
外
圧
か
ら
日
本
の
主
食
を
、

水
田
農
業
を
守
る
と
箟
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
配
分
を
受
け
た

歓
最
は
必
ず
出
荷
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
個
人
問
に
お
け
る
受
委
託

な
ど
に
よ
る
調
整
は
可
能
で
す
。

地
域
ぐ
る
み
で

転
作
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

約
四
分
の
一
強
の
水
田
を
転
作
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
水
ｍ

農
業
確
立

対
策
。

し
か
し
。
水
田
農
業
を
守
り
発
展

さ
せ
る
に
は
避
け
て
通
る
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
で
す
。
転
作
組
合
で
話

し
合
い
を
行
い
。
地
城
ぐ
る
み
の
米

作
り
と
転
作
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

転
作
に
つ
い
て
の
お
た
ず
ね
お
問

い
合
わ
せ
は

－

役
場
産
業
課
産
業
係

一

困
2
1
1
1
内
線
２
３
３

平
成
二
年
度

転
作
等
目
標
面
積
配
分
基
本
方
針

１
当
町
に
配
分
さ
れ
た
転
作
等
目
標

面
積
を
水
田
保
有
者
（
小
作
を
含

む
）
全
世
帯
に
、
別
に
定
め
る
率

に
よ
り
一
律
配
分
す
る
．

２
他
用
途
利
用
米
生
産
水
量
の
配
分

は
、
転
作
組
合

ご
と
に
配
分
し
、

組
合
内
速
成
を
基
本
と
す
る
．

３
過
去
の
転
作
実
績
を
考
慮
す
る
・

４
配
分
面
積
以
上
の
転
作
を
実
施
し

て
い
る
農
家
に
つ
い
て
は
、
継
統

し
て
転
作
を
維
持
す
る
よ
う
協
力

を
依
傾
す
る
．

５
政
府
充
渡
限
度
数
量
の
配
分
は
、

転
作
計
画
及
び
実
績
を
考
慮
し
た

配
分
と
す
る
．

’

６
水
田
農
業
確
立
対
策
の
早
期
定
着

推
進
の
た
め
、
当
該
年
度
の
転
作

配
分
面
積
か
速
成
さ
れ
な
い
世
帯

に
つ
い
て
は
、
達
成
さ
れ
な
い
面

積
に
つ
い
て
次
年
度
に
上
釆
せ
し

て
配
分
す
る
。

７
転
作
の
受
委
託
を
契
約
す
る
際
の

受
委
託
料
金
は
、
町
内
’一
円
十
／

当
た
り
四
Ξ
、
○
○
○
円
と
し
Ｊ

受
委
託
契
約
書
を
提
出
す
る
。

８
転
作
目
標
面
積
未
達
成
者
に
は
、

良
質
米
奨
励
金
は
交
付
さ
れ
な
い
。

９
休
耕
は
奨
励
金
が
交
付
さ
れ
な
い

だ
け
で
な
く
。
転
作
の
央
績
に
も

露
め
ら
れ
な
い
。



奥州合戦八百年祭決算報告

ご協力ありがとう

ござ い まし た

国
見
町
あ
っ
か
し
山
奥
州
合
戦
八

百
年
祭
事
業
に
際
し
、
広
く
町
民
の

皆
様
よ
り
実
行
委
員
会
に
対
し
、
ご

協
力
・
ご
援
助
を
い
た
だ
き
．
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．
お
陰

様
で
す
べ
て
の
部
門
の
事
業
が
予
定

ど
お
り
に
実
施
す

る
こ
と
か
で
き
ま

し
た
．

皆
様
か
ら
の
協
賛
金
の
使
途
で
あ

り
ま
す
か
、
実
行
委
員
会
の
中
の
六

部
門
の
う
ち
、
武
者
行
列
部
門
と
記

念
碑
部
門
の
二
部
門
に
充
当
し
、
町

補
助
金
と
合
わ
せ
て
事
業
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

収
支
決
算
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
報
告
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
決
算

に
つ
い
て
は
奥
州
合
戦
八
百
年
記
念

会
の
監
査
を
う
け
て
お
り
ま
す
の
で
。

申
し
添
え
ま
す
。

協賛金総額　　　　B08.000 円(
うち各町内会より　2  5  000円)

く収入 の郎） (円)

い と
�
武者行列 �記 念 碑

�・(1閖&､踰
� 討

協　 賛　　金 �5 靆 .000�l,500,0(X) ��6,608,(X)0

穆行者天国光上金 �3  .670 ���3 .670

町　 事　婁　費 �1.000.08�6(X).0(X)�10.400. �IZ.00 0.(XX)

Xt �6.442.670�2 8.08 �48  ､ �942  ､ 670

(支出の部〉
一武古行列部門－ 一ｇ倉碑部門一 (円)

月 日 � 察　　　耋　　　 名 � 金 額 � 月　日 � 事　　　 裏　　　名 � 金 額

８月19日咀）�ナイトウォータラI卜
（慰霊祭） 薦田小～厚楠山 �69.0 �10

月26日團 �

記念碑仮建立 役場駐車場

碑文「遮偉の碑」　　　

吾澎麗の一節を劉ひ �l. 781.
10月21日出 �

１ 者行列事前ＰＲ　　

攝島駅前歩行古天闥 �2
 . 似 0

10月29日旧）�曩経まつり 武古
行列、

歩行者天国 �5.8 .3

針 ��6 197 399�jt ��1,781.
残 金 ��248 271� 残 金 ��319 0仭

●記念碑部門の伐金は岸樫山頂への移転費用と除幕式費用に充て，その他の残金は今鏡の町活性化のための資金と

します。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

４

月

６

日

～

４

月
1
5

日

一｛
一
月
か

ら
四
月

に

か
け
て

は
、

時

節

柄
、

進
学
や

就
職

、
人
事

異
助

な

ど
で

人

の
動
き

が
活

発
に
な

り
ま
す

。

こ

の
運
動

の
目

的
は

、
県

民
に
交

通
安

全
思
想

の

高
揚

を
図

り

な
が
ら

、

交

通

ル
ー

ル
と

マ
ナ

ー
を
習

償
づ
け

る
こ

と
に
よ

り
、

交
通

事
故

防
止
の

徹
底
を

図

る
こ

と
で

す

。

運
動

の
目
標

は
、

Ⅲ
子
供
と
高
齢
者
の
歩
行
中
の
事

故
防
止

叨
青
少
年
ド
ラ
イ
バ
ー
の
無
謀
運

転
の
防
止

○
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
。
卜

の
着
用
の
徹
底

即
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

の
以
上
四
点
を
重
点
目
標
と
し
て
掲

げ
展
開
さ
れ
ま
す
。

《
新
入
学

児
を

交
通

事
故
か

ら
守

ろ

う
》

新
し

い
制
服
や
ラ
ン
ド
セ
ル
も
そ

ろ
っ
て
、
入
学
、
入
園
か
間
も
な
く

と
な
っ
た
こ
の
時
期
、
ご
両
親
を
は

じ
め
。
ご
家
族
の
方
も
子
供
さ
ん
の

う
れ
し
そ
う
な
様
子
を
見
る
と
、
つ

い
自
分
も
一
緒
に
う
れ
し
く
な
る
の

は
、
誰
で
も
同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

残
念
な
こ
と
で
す
か
、
毎
年
こ
の

時
期
に
新
入
学
児
が
犠
牲
に
な
る
事

故
か
多
発
し
て
い
ま
す
。

（

一
緒

に
歩
い

て
み

ま
せ
ん

か
》

通
学
、
通
園
時
間
に
合
わ
せ
て
、

】
緒
に
通
学
（
圜
）
路
を
何
回
か
歩

い
て
、
信
号
機
の
見
方
、
横
断
歩
道

の
正
し
い
渡
り
方
な
ど
を
指
導
し
習

償
づ
け
る
こ
と
で
す
。

そ
し
て
。
子
供
の
目
の
高
さ
で
見

え
る
危
険
な
場
所
を
具
体
的
に
教
え
、

そ
う
し
た
場
所
で
の
安
全
な
渡
り
方

な
ど
を
教
え
て
み
て
は
い
か
か
で
す

か
。《

し
っ
か
り
し
め
よ
う

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
》

死
者
が
二
五
〇
人
を
突
破
し
た
昨

年
の
交
通
事
故
、
四
輪
車
乗
車
中
の

死
者
は
七
五
人
。
こ
の
う
ち
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
し
て
い
れ
ば
助
か
り
た
と

思
わ
れ
る
人
は
四
二
人
で
五
六
パ
ー

セ
ン
ト
に
も
あ
た
り
ま
す
。

あ
な
た
の
生
命
と
あ
な
た
の
家
族

の
幸
福
の
た
め
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

お
忘
れ
な
く
。
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1塚野目矢ノ目遺跡

菊　池　利　雄
Ａ石製構造矗

矢
ノ
目
遺
跡
は
塚
野
目
古
墳
の
主

墳
と
さ
れ
る
塚
野
目
第
一
号
墳

ａ

黔

｀
｝の
西
方
約
四
五
ｕ

、
軋
糺

川

の
支
流
矢
ノ
目
川
に
よ
っ
て
開
折
さ

れ
た
、
谷
庭
平
地
（
１

び

に
位
置

し
、
昭
和
五
十
二
年
十
月
、
県
営
圃

場
整
備
事
業
の
工
事
中
に
偶
然
．
地

下
二
〇

什

長

の
浅
い
所
で
発
見
さ

れ
た
遺
構
で
あ
る
．

福
島
県
教
育
委
員
会
で
は
．
記
録

保
存
の

た
め

兇
堀

岡
査

を
行

’
た

と

こ
ろ
、

東
西
約

Ξ
口

、
南
北

約
三
ｕ

と

い
う

ご
く

限
ら
れ

た
場
所

か
ら

、

か
め
　
か
く
　
た
か
り
き

『
Ｉ
　
　
　

Ｉ
ｃ

ぎ

甕
、
坩

、
高
杯

、
杯

な
ど
の
£

師

器

ｌ
ｌ
す
　
皿
か
Ｆ・ｌ

類
や
、

剣
形
を

し

た
刀

子

・
勾
玉

や

鏡
を
か

た
ど

っ
た

と
思
わ

れ
る

９

’

に
　
）
　
田
　
を

な

ど
ヽ

滑
石

製
の

枦

製
橋
造

品
が
多
一

に
出

土

し
、
こ

れ

ら
の
遺

物
は

五
世
紀

後
半
頃

の
古
墳

時
代
中

期
に

、
当
時

の
人

々
か
祭

祀

に
使
用

し
た
も

の

と
い
わ

れ
る

。

弥

生

時

代

以

降

、

日
本

の
宗

教

（
原

始

神
道

）
は
稲
作

り
の

農
耕
儀

礼

を
基
本

に
展
開

し

た
と

い
わ

れ
、

そ

れ
に
続
ぐ

古
墳

時
代

の
祭
祀

も
前

代

か
ら
の

も
の

が
引
き
継

が

れ
、
集

落

の
犇
耕

生
産

と
生
活

の
維
持

繁
栄

を

念
じ
て

、
神

々
の
霊

が
宿

る
と
信

じ

ら
れ
て

い
た

山
岳
、

岩
石
、

水
、

樹

木
な
ど

の
自
然

物
を

対
象

と
し

た
祭

祀
か
行

わ
れ
て

い

た
。

祭
に

あ
た

っ
て

は
、

一
定

ま

た
は

臨
時
に

聖
域
を

定

め
て

、

マ
ツ
リ

ノ

ニ
（

と
呼

び
サ

カ
キ

な
ど
の

樹
木
を

招
代
と
し

、

神
々
を
招

き
降

ろ
し

た
。

こ
の
樹
木

は

神
籬
と
呼

ば
れ
鏡

な

ど

の
祭
器

を
か
け

。
そ

の
前
而

に
は
土

器

（
坩

・
高
杯

・
杯
な

ど
）

に
神
饌

を
さ
さ

げ
、
玉
類

・
金

属
製

の
宝

器

な
ど
を
幣

帛

と
し
て

供
進
さ

れ
、
祭

司
｛
傾

翡

ｙ
は
祝
詞
を

さ
さ

げ
て

神

の
加
護

を
祈

っ
た

。
祭
は
終

わ
る

と

す

べ
て

の
祭
具

は
砕

か
れ

た
り
し

て
、

聖
城
に

埋
め
ら

れ

た
と

い
わ

れ
る
・

矢
ノ
目
遺
跡
や
こ
の
川
の
下
流
、

普
藏
川
沿
い
に
位
置
す
る
反
畑
遺
跡

か
ら
も
石
製
嗅
造
品
か
出
土
し
て
お

り
、
祭
祀
遺
跡
と
み
る
こ
と
か
で
き
、

い
ず
れ
も
川
沿

い
の
低
地
に
位
置
し
、

水
上
の
半
田
山

が
信
仰
の
対
象
と
な

っ
た
と
み
ら
れ
、
祭
り
か
終
わ
っ
た

段
階
で
埋
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

石
製
模
造
品
は
、
祭
祀
遺
跡
の
ほ

か
に
古
墳
の
副
葬
品
と
し
て
出
土
す

４

Ｅ

あ
き

コ

矼

苣

・
｝

矢
／
目
遺
跡
や
反
畑
遺
跡
な
ど
祭
祀

遺
跡
か
ら
出
土
す
る
も
の
は
、
滑
石

製
の
小
形
品
に
限
ら
れ
て
お
り
、
器

物
の
形
に
は
関
係
か
な
く
小
さ
な
穴

が
穿
か
れ
て

い
て
、
紐
で
っ
り
下
げ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
祭

祀
の
庭
に
た
て
ら
れ
る
神
籬
の
枝
な

ど
に
、
飾
り
っ
け
て
使
用
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、
勾
玉
類
、
鏡
や

剣
な
ど
金
属
製
品
は
当
時
と
し
て
は

貴
重
な
も
の
で
あ
り
、

】
回
限
り
の

祭
祀
に
使
用
し
て
拾
て
去
る
に
は
忍

び
が
た
く
。
軟
ら
か
で
細
工
の
し
や

す
い
滑
石
製
の
嗅
遺
品
を
作
製
し
て
。

こ
れ
に
替
え
使
用
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

矢
ｙ

ｇ

觜
４

鮮

か

４

ｔ

廴

へ

６

製
裲

４

茹

は

．

吸

呵

゛

檸

矜

畭

帛

の

Ｉ

Ｉ

県

政

博

物

館

に

心

珮

Ｉ

癶

ろ

皿

吽

代

の

冫

１

や

１

で

常

Ｉ

鵯

笋
か

を

ぎ
ｇ

、
い

赤

”

．
・

２

｀
．
う

く

‘．
で

ぃ

な

と
．
ｔ

ｌ

い

な
μ

ｉ

れ

ぱ
・

い

で

す

．

参
考
文
献

「
国
見
町
史
」
第
一
卷
、

『
伊
達
西

部
地
区
遺
跡
発
堀
調
査
報
告
』
『
日

本
宗
教
事
典
』
村
上
重
良
。
平
凡
社

「
世
界
大
百
科
事
典
」

国
民
年
金

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

岡
民
年
金
は
、
あ
な
た
の
老
後
を

保
障
す
る
大
切
な
制
度
で
す
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
ま
す
と
、

万
一
事
故
が
あ
っ
た
と
き
、
障
嘗
基

礎
年
金
な
ど
の
年
金
か
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
か
あ
り
ま
す
。

平
成
元
年
度
保
険
料
未
納
の
方
は
、

年
度
内
納
付
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

平
成
二
年
度
保
険
料
か
次
の
と
お

り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

韋
一

十
付

加

�
竃
　

饋

�
種

別

八

、八

〇
〇
円

�
八

、四

〇
〇
円

�
月

額

一
〇
五

、
六
〇
〇
円

�
一
〇
〇

、
八
〇
〇
円

�
年
　
　

皿

保
険
料
は
期
限
ま
で
に

平
成
二
年
度
保
険
料
の
納
入
期
日

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
期
限
ま
で

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

月分 �納入期限
４ �４月16日
Ｓ �５月15日
６ �６月15日
７ �７月16日
８ �８月15日
９ �９月17日
10 �10月15日
ｎ �11月15日

12 �IZ月５日
１ �１月16日
２ �２月IS日
３ �３月４日

割
引
前
納
の
お
す
す
め

岡
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

前
納
（
一
年
分
を
ま
と
め
て
納
付
す

る
）
制
度
が
あ
り
、
割
引
率
は
年
五
・

五
％

の
複
利
現
価
法
に
よ
っ
て
計
算

さ
れ
る
た
い
へ
ん
有
利
な
制
度
で
す
。

前
納
で
き
る
期
間
は
、
平
成
二
年

四
月
二
日
か
ら
四
月
二
十
七
日
ま
で

で
す
。

一

定
額
前
納
額

九
八
、
Ξ
七
〇
円

・

定
額
十
付
加
前
納
額

一
〇
三
。
０
五
〇
円

ぜ
ひ
。
割
引
前
納
を
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

保
険
料
の
免
除
制
度

国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
と
き
は
、
免
除
を
受
け
る
こ
と

か
で
き
ま
す
。

保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
方
の
い
る
世
帯
の
所
得
が
低
く

生
活
か
苦
し

い
、
病
気
を
し
た
、
災

害
や
事
故
に
あ
っ
た
な
ど
事
情
の
あ

る
方
は
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
住
民

課
年
金
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け

た
場
合
は
、
年
金
を
受
け
る
権
利
は

保
障
さ
れ
ま
す
が
。
免
除
を
受
け
て

い
た
瑚
間
に
つ
い
て
の
年
金
額
は
、

減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
。
将
来
、
経
済
的
な
余
裕
が

で
き
た
と
き
に
は
、
十
年
以
内
の
免

除
期
間
に
つ
い
て
の
保
険
料
を
追
納

す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

冒
問
い
合
わ
せ
先

役
場
住
民
課
年
金
係

一

剪
２
１
１
１
、
内
線
１
３
５



「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
つ
て

呼
ん
で
!
!

～
公
共
職

業
安
定
所
～

現
在
。
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、

安
定
所
を
利
用
さ
れ
る
方
々
へ
の
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
『
き
わ
や
か

安
定
所
サ
ー
ビ
ス
運
動
』
を
展
開
し

て
い
ま
す
が
、
労
働
省
で
は
今
後
さ

ら
に
公
共
職
業
安
定
所
が
地
域
に
根

ざ
し
た
機
関
と
し
て
発
・
展
し
、
地
城

の
方
々
に
一
層
親
し
ま
れ
る
存
在
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
公
共
職
業

安
定
所
の
愛
称
を
募
集
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
全
国
か
ら
多
く
の

作
品
の
応
募
が
あ
り
、
選
考
の
結
果

「
『

ロ
ー
ワ
ー
ク
』
と
決
ま
り
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
は
。
公
共
職
業
安
定
所

を
「
「

ロ
ー
ワ
ー
ク
」
と
呼
ん
で
く

だ
さ
い
。

公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
よ
り
一

層
親
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
、
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ご
み
収
集
が

一
部
変
更
に
な
り
ま
す

布
団
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
類
は

粗
大
ご
み
へ

従
来
、
ふ
と
ん
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
煩

は
、
座
ぷ
と
ん
大
に
切
断
し
て
燃
え

る
ご
み
と
し
て
収
集
し
て
い
ま
し
た

か
、
平
成
二
年
度
か
ら
粗
大
ご
み
と

し
て
月
一
回
（
毎
月
第
一
月
曜
日
）

の
収
集
に
な
り
ま
す
。
切
断
は
不
要

で
す
か
ら
、
他
の
粗
大
ご
み
と
同
轍

事
前
に
保
健
踝
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
・

営
業
ご
み
は

出
さ
な
い
で

最
近
、
一
般
ご
み
の
中
に
『
営
業

ご
み
』
が
混
入
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
．
ご
存
知
の
よ
う
に
事
業
活
助

に
お
い
て
生
じ
る
ご
み
は
．
各
事
業

主
の
責
任
で
適
切
な
処
理
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
な
お
一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．

■
保
健
課

1
6
2
1
1
1
内
線
１
４
１

救
急
車
は

正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う

近
年
。
消
防
業
務
も
複
雑
多
様
化

し
、
救
急
出
場
も
年
々
増
加
の
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
傷
痢
者

の
搬
送
先
機
関
を
み
た
場
合
、
昨
年

は
全
体
の
七
〇
・
三
％
に
あ
た
る

Ｉ
、

五
二
二
人
が
管
内
医
療
機
関
へ
。
二

九
・
七
％
に
あ
た
る
六
四
三
人
が
管

外
医
瞭
機
関
へ
の
搬
送
と
な
っ
て
い

ま
す
．

ま
た
、
搬
送
先
医
療
機
関
の
選
定

に
つ
い
て
み
た
場
合
、
全
搬
送
傷
病

者
の
四
六
・
七
％
に
あ
た
る
Ｉ
、
〇
一

二
人
が
傷
病
者
な
ど
か
ら
の
依
頼
に

よ
る
搬
送
で
あ
り
．
四
三
一
六
％

に

あ
た
る
九
四
四
人
が
、
救
急
隊
の
判

断
に
よ
り
適
切
な
処
置
の
で
き
る
医

療
機
関
を
選
択
し
搬
送
し
た
も
の
で

す
．救

急
業
務
は
、
緊
念
性
の
あ
る
傷

病
者
を
．
救
急
隊
が
傷
病
程
度
に
よ

っ
て
そ
の
症
状
に
あ
っ
た
医
僚
機
関

を
選
定
し
、
救
命
率
を
高
め
な
が
ら

い
ち
早
く
搬
送
す
る
こ
と
で
す
．

▼
平
成
元
年
の
救
急
出
場
件
数

二
、
一
七
九
件

▼
平
成
元
年
の
搬
送
人
八

二
、
一
六
五
人

転

読

ｉ

暸

機
関

ー

匱
啝

幟
！

�
皿

魯
な
の
刊
釿

に
よ

る

搬
姐

�
家

族
か
ら
の

欹
粮
に

よ

る
搬
遥

�
搬

遥

廖
一

六
五
人

�
七
三
三

人

�
七
二
四

人

�
管

内

一

同
四
人

� 一
二

一
人

�
二

八
八
人

�
管

外

①
医
療
機
関
へ
の
搬
送
に
あ
た
っ
て

は
、
救
急
隊
の
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
．

②
傷
痢
者
は
、
急
を
要
し
て
い
ま
す

の
で
、
最
寄
り
の
医
療
機
関
へ
搬

送
し
手
当
て
を
す
る
こ
と
か
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
で
す
．

※
な
お
、
症
状
や
医
療
機
関
の
収
容

可
否
状
況
に
よ
っ
て
は
、
管
外
へ
搬

送
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
．

伊
達
地
方
消
防
組
合

募

集

第
5
0回
国
民
体
育
大
会

テ
ー
マ
・
ス
ロ
ー
ガ
ン

第
5
0回
国
民
体
育
大
会
か
平
成
七

年
に
福
島
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

県
民
総
参
加
の
も
と
に
、
こ
の
国

体
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
み
ん
な
に

観
し
ま
れ
、
し
か
も
福
鳥
県
に
ふ
さ

わ
し
い
「
テ
ー
マ
」
と
『
ス
ロ
ー
ガ

ン
』
を
募
集
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
作
品

テ

ー
マ

。・
。福
鳥
県

の
風

土
や
文

化

な
ど
を
端
的
に
表
現
し
、
第
5
0

回
国
民
体
育
大
会
の

”
愛
称
”

と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
も
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
：
―こ
の
大
会
の
主
旨

や
希
鼠
な
ど
を
簡
潔
に
表
現
し
、

第
5
0回
国
民
体
膏
大
会
の

λ
口

言
譽

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も

の

▼
応
募
資
格

特
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

▼
応
募
方
法

剛
官
製
は
か
き
一
枚
に
つ
き
、
『
テ

ー
マ
』
ま
た
は
「
ス
ロ
ー
ガ
ン
」

い
ず
れ
か
一
点
を
横
害
き
と
し
、

意
味
に
つ
い
て
簡
単
な
説
明
を
つ

け
て
く
だ
さ
い

闍
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
（
学

校
名
、
学
年
）、
住
所
．
電
話
番
号

を
必
ず

ご
記
入
く
だ
さ
い

○
一
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す

○
作
品
は
、
は
っ
き
り
わ
か
る
よ
う

に
お
書
き
く
だ
さ
い

○
作
品
は
、
自
作
で
未
発
表
の
も
の

に
限
り
ま
す

▼
応
募
期
間

平
成
２
年
４
月
1
6日
～
平
成
２
年

６
月
1
5卩

当
日
消
印
有
効

」
送
付
先
、
問
い
合
わ
せ
先

〒
倔
福
鳥
市
杉
妻
町
５
番
7
5号

福
島
県
国
体
準
備
局

あ
わ
た
だ
し
い
引
超
し

電
気
の
こ
と
も
お
忘
れ
な
く

引
越
し
の
日
取
が
決
ま
り
ま
し
た

ら
、
五
日
前
ま
で
に
東
北
電
力
㈱
福

鳥
営
業
所
ま
た
は
桑
折
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．

－

桑
折
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

雲
劼
2
0
3
3

公

営

住
宅

入

居

者
を

募
集

滝

山
地

区
に
新

築
し

た
四

戸
の
公

瞥
住

宅
の

入
居
者

を
募
桑

し
て

い
ま

す

。
詳
し

い
内
容

に
つ

い
て

は
、
回

覧
を

ご
覧
く

だ
さ

い
。

申

し

込
み
締

め
切

り
・・・
３

月
2
8
日
困

－

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

建
般
課
建
設
係

Ｓ
卿
２
１
１
１
、
内
線
２
４
３



ハ
イ
、
こ
ち
ら
一
一
九
！

今
年
の
冬
は
例
年
に
な
く
雪
が
少

な
く
、
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
状
態
に
な

り
て
い
ま
す
。

春
先
、
特
に
多
い
た
き
火
の
不
始

末
。
田
の
畔
、
畑
の
隅
で
の
枯
れ
草
、

せ
ん
定
枝
の
焼
却
な
ど
で
、
下
草
に

燃
え
移
り
拡
大
、
ま
た
。
消
し
た
は

ず
の
火
が
再
び
燃
え
出
し
た
、
と
い

っ
た
火
災
。
そ
れ
に
加
え
、
最
近
多

発
し
て
い
る
天
ぷ
ら
油
火
災
（
ガ
ス

コ
ン
ロ
の
取
扱
不
注
意
に
よ
る
火
災
）

が
特
に
目
立
ち
ま
す
。
料
理
中
は
、

絶
対
そ
ぱ
を
離
れ
な
い
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

火
の
用
心
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

１

寝
た
ば
こ
や
、
た
ぱ
こ
の
投
げ
捨

て
を
し
な
い
．

２

子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ

Ｉ
で
遊
ば
せ
な
い
．

３

風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し

な
い
。

４

天
ぷ
ら
を
榻
け
る
と
き
は
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い
。

５

家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す

い
も
の

を
置
か
な
い
．

６
ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

７

ス
ト
ー
プ
の
ま
わ
り
に
は
、
燃
え

や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
。

※
枯
れ
草
、
せ
ん
定
枝
の
焼
却
な
ど

た
き
火
を
す
る
と
き
は
。
事
前
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
伊
達
地
方
消
防
組
合
西
分
署

Ｓ
劼
3
1
9
0

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の

通
信
講
座
で
学
習
を

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
生
涯
学
習
講

座
の
春
の
受
講
生
と
高
等
学
校
の
生

徒
を
募
集
し
て

い
ま
す
．

▼
生
涯
学
習
講
座
（
通
信
講
座
）

教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め
の
甞

道
、
硬
筆
、
俳
句
、
短
歌
、
囲
碁

な
ど
六
十
七
講
座
で
す
．

受
付
・：
二
月
一
日
～
四
月
三
十
日

▼
高
等
学
校
瞥
通
科
コ
ー
ス
（
通
信

敦
育
）

三
年
間
の
学
習
で
商
卒
資
格
が
取

得
で
き
ま
す
．

受
付
・
：
二
月
一
日
～
四
月
十
五
日

▼
高
等
学
校
還
科
生
コ
ー
ス
｛
通
信

教

育
）

希
望
科
目

を

学
習
し

て
．
雌

位
か

取

得
で
き

ま
す

．

受

付
・・
・
二

月

一
日
～

四
月

十
五
日

▼
商
等
学
校
専
攻
科
杜
会
福
祉
コ

ー

ス

（
コ
ミ

ュ

ニ
テ

ィ

ー
ス

″／－

ル

）

二
年

問
の

栄
會

で

『
Ｎ

Ｈ
Ｋ
学
間

隔

祉
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

』
の
紹

定

資

格

が
得
ら

れ
ま
す

．

受

付
…
二

月
一

日
～

四
月
五

目

－

詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
方
は
、

〒
一
八
六
‐

○
一
東
京
都
国
立
市
富

士
見
台
ニ
ー
三
十
六
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
八

Ｅ
十
一
係
に
、
講
座
名
か
コ
ー
ス
名

お
よ
び
あ
な
た
の
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
・

電
話
番
号
を
（

が
キ
に
記
入

し
て
ご
請
求
く
だ
さ
い
．

霑
0
4
2
5
ｎ
3
1
5
1

後
継

者
結

婚

媒
酌
人

に
．

’報

償

金

’を

交

付
一

町
で
は
、
昭
和
六
十
年
度
か
ら
後

継
者
対
策
事
業
と
し
て
、
町
内
の
後

継
者
（
両
親
な
ど
と
引
き
続
き
同
居

し
、
世
帯
を
継
ぐ
方
）
に
対
し
て
結

婚
の
媒
酌
を
さ
れ
た
方
に
報
償
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

こ
の
報
償
金
を
受
け
る
に
は
、
媒

酌
人
の
方
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
婚
姻
届
を
し
た
ら
早
め
に

申
請
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
・

■
申
請
、
問
い
合
わ
せ
先

役
場
住
民
課
福
祉
係

魯
翦
2
1
1
1

内
線
１
３
３

戸籍の窓口
(２月受付分)

出生おめでとうございます

子 の名 保護者　　町内会

宏（ひろ し）仲野 芳晴 泉 田中

結婚おめでとうございます

氏　　 名

佐 藤 酔 抬

佐 藤 嘉 代

阿 部 毘 久

本 田 はるみ

武 田 正 裕

鈴 木 朋 子

渡 邊 正 巳

半 澤 雅 子

町内会

第　 二

福島 市

貝　 田

柵 鳥 市

町　 東

川　 内

泉田 中

泉田 中

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　年齢　　 町内会

武 田 テ　ツ　　83　　 駅　 餉

小 西 畏三郎　　87　　 大 町 帛

寮 藤 幸 平　　60　　 第　 三

鈴 木 清 雄　　65　　 貝　 田

内 村 忠 助　　78　　 町　 東

熊 坂 善 七　　85　　 内 谷 東

佐 藤　ヒサエ　　66　　 第　 Ξ

名　和 ナチイ　　79　　 富 町 北

本 多 ミ　チ　　87　　 徳 江 北

悛 滕 昭 一　　53　　 第　 二

人 口 と 世 帯

３月１日現在(前月比)２月中のうごき

人
　
　

口

Ｉ

ｒ
　

■

一男5 人（－31

一女6  13 人（－５）

一計ll,95i人 Ｆ-8 ）

.笆釁匙Ｊ,9初 三,枦 １）

転 入10 人

転 出　９人

出 生　ｌ人

死 亡　10Å

心配ごと相談日
場 所 ：役 場 二 階 相談 室 （東圃人口からな入り７さい）

時 閥： ９時 ～12 畤

こまったことや、相鐫ごとがあり ましたら。

お気軽にご相談下さい。秘密は絶対 に守ります。

〔相談 員 〕

３月 日 (金）村上 金正・簗瀬 貞子

４月５日（木）櫺沢　 正・高野 時子
４月13日（金）松浦 岬夫・高橋 恵子

３月　弥生（やよい）

18日（日）彼岸入り

21 日 (水）春分の日

日 ( 金）世界気象デー

日 ( 日〉電気記念日

４月　卯月（うづき）

6  日 ( 金 ) 各 小学校 入学 式.j!

県 北中学 佼入 学式‘

春の全国交過安全麗動

8 日 ( 日 ) 花 まっ り

10 日（火） 婦人週 問　jSld



公
民
館
だ
よ
り

国 見町 公民 館

08 5 ｰ 2 6 7 6

(有､ 4 ｰ 5

成
人
学
級
閉
講

昨
年
五
月
二
十
五
日
に
闘
講
し

た

成
人
学
級
の
閉
講
式
が
、
去
る
二
月

二
十
一
日
、
二
十
五
名
が
出
席
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

閉
講
式
の
前
に
町
敦
育
委
貝
会
委

員
長
の
佐
藤
利
雄
先
生
か
ら

’
地
域

社
会
と
成
人
学
習
」
に
つ
い
て
大
へ

ん
有
意
義
な
お
話
を
う
か
が
い
ま
し

た
。今

年
度
は
十
三
回
の
学
習
会
を
実

施
し
ま
し
た
か
、
昨
年
度
以
上
に
多

数
の
学
級
生
か
受
講
さ
れ
、
開
設
の

目
的
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

閉
講
式
後
。
反
省
会
を
行
な
い
ま

し
た
か
、
今
後
の
学
習
に
つ
い
て
貴

疵
な
意
見
か
活
発
に
出
さ
れ
ま
し
た
。

生
涯
学
習
は
。
あ
く
ま
で
も
ひ
と

り
び
と
り
か
生
涯
に
わ
た
り
、
学
習

を
継
統
す
る
こ
と
か
基
本
で
す
。
次

年
度
は
、
更
に
必
要
課
題
と
学
級
生

の
要
求
課
題
を
総
合
的
に
と
ら
え
て

学
習
計
画
を
立
て
開
講
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

阿
津
賀
志
学
級
閉
講

昨
年
四
月
二
十
八
日
に
開
講
し
た

阿
津
賀
志
学
級
の
閉
講
式
と
交
通
安

全
大
学
修
了
式
が
、
去
る
二
月
二
十

三
日
．
百
四
十
八
名
か
出
席
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
教
育
長
挨
拶
の
後
。
公

民
館
長
よ
り
、
佐
藤
誠
六
さ
ん
外
四

名
の
方
に
梼
動
賞
。
佐
藤
イ
ク
ヨ
さ

ん
外
二
十
一
名
の
方
に
精
勤
賞
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
冨
水
町
畏

よ
り
村
ｈ
斬
古
さ
ん
外
百
十
四
名
の

方
に
交
通
安
全
大
学
修
了
証
か
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
学
習
状
況
報
告
、
町
長
、

桑
折
警
察
署
畏
の
祝
辞
、
藤
田
学
級

委
員
畏
の
謝
辞
か
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
十
五
回
の
全
体
学
習

会
や
、
趣
味
の
グ
ル
ー
プ
学
習
（
園

芸
、
書
道
、
手
芸
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

社
交
ダ
ン
ス
）
を
二
十
六
回
実
施
し

ま
し
た
か
前
年
以
上
に
多
く
の
参
加

青
を
み
ま
し
た
。
特
に
趣
味
の
グ
ル

ー
プ
乍
習
に
は
延
六
百
十
五
人
が
参

加
し
、
活
発
な
学
習
か
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

次
年
度
も
。
皆
さ
ん
の
ご
要
望
を

活
か
し
、
充
実
し
た
学
習
計
圃
を
立

て
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
多
数
の

皆
さ
ん
の
入
級
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ成人学級閉講式

▲阿漕貿志半級閉講式

婦
人
学
級
に
参
加
し
て

安
田
　
節
子

婦
人
学
級
の
閉
講
式
が
二
川
二
十

一
日
、
佐
藤
利
雄
先
生
の
「
伽
人
教

育
と
地
城
作
り
」
と
い
う
講
演
と
今

わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
年
間
の
婦
人
学
級
を
思

い
返
し

ま
す
と
。
楽
し
か
っ
た
の

Ｔ
冐
で
す
。

作

る
楽

し

さ
を

学

ぷ
パ
ｙ

チ
ワ

ー
ク

。

手
編

み
の

セ
ー

タ
ー
作

り
、
料
理

教

室
、

県
政

と
議
会

見
学

、
奥
州
藤

原

氏

と
郷
土

の
史
跡

め
ぐ

り
、
家

庭
看

護
、
婦

人

病
の
予

防
と

早
期
発
見

な

ど
盛

り
だ
く

さ
ん
・

地
域

の
婦
人

学

級
と
合

同
で

行

り
た
研

修
旅
行
も

。

回
を
重

ね

る
ご
と

に
交
流

の
輪
も

生

ま
れ

、
こ
れ

か

ら
も
縦
け

て
欲
し

い

も
の
で

す

。

佐
藤
利

雄

先
生

の
講
演

は
世
界

の

動
き

と
、
婦

人
も
国

際
社
会

に
お

い

て

ど
う

し
な
け

れ

ば
な
ら

な
い
か

と

考
え
る

時
代

に
な

っ
て
き
て

い
る

。

年

と
と

も
に

心
も
体

も
衰
え

る
、
そ

の
中
で

だ
れ

も

い
な

い
人
は

寂
し

い
。

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

で

心
温
か

い
人
間

関

係
を
作

る
、

と

い
う

お
話

で
し

た
。

”
子
育
て

終
わ

っ

た
ら
、
自

分
育

’よ

と

言
わ

れ
、
二

回
育
て

る
チ

ャ
ン
ス

か

あ
る

の
だ
そ
う

で
す

。

婦

人

学
級
は

、
自
分

た
ち
で

考
え

活
動

す
る

こ

と
を
モ

″
ト

ー
に
学
習

し
て

い
ま

す
。

気
負
わ

な

い
で

自
分

の

学
び

た
い
も

の
を

選
ん
で
参

加
し

て
も

、
十

分
意

義
の
あ

る
学
級

だ
と

思

い
ま
す

。
学
習

を
通

じ
て

温
か

い

人
川

関
係

、
幅

広

い
人

問
関
係

を
学

べ
る
事
を

と
て
も

う

れ
し
く
思

っ
て

い
ま

す
。

親
子
ス
キ
ー
教
室
に

参
加
し
て

加
藤
奈
緒
美

わ
た
し
は
、
ス
キ
ー
を
や
る
の
か

初
め
て
で
し
た
。
こ
の
ス
キ
ー
教
室

に
は
、
前
か
ら
参
加
し
た
い
と
思

り

て
い
た
の
で
す
が
、
家
の
都
合
で
、

な
か
な
か
参
加
す
る
こ
と
か
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

当
日
の
朔
は
、
風
も
強
く
、
あ
ま

り
い
い
天
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
わ
た
し
は
、
す
べ
れ
る
の
か
ど

う
か
と
い
う
期
待
と
不
安
で
い
り
ば

い
で
し
た
。
ス
キ
ー
場
に
は
、
商
速

道
路
を
利
用
し

た
の
で
、
思
っ
た
よ

り
も
早
く
着
き
ま
し
た
。
わ
た
し
は

予
想
ど
お
り
、
す
べ
る
よ
り
も
叭
く

転
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
。

少
し
ず
つ
練
習
し
て

い
く
に
つ
れ
て

ほ
ん
の
少
し
で
す
か
、
す
べ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

初
め
の
う
ち
は
、
上
の
ほ
う
か
ら

す
べ
っ
て
く
る
な
ど
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
で
も
。
少
し
ず
つ
上
か

ら
す
べ
る
よ
う
に
と
練
習
し
て
い
・

た
ら
、
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
上
ま
で
登

り
、
そ
こ
か
ら
何
度
も
転
び
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
す
べ
り
下
り
る
こ
と
か
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
ん
と

な
く
。
上
の
ほ
う
か
ら
す
べ
る
と
、

き
ょ
り
か
艮
く
な
っ
た
せ
い
か
。
気

持
ち
よ
く
ド
り
て
き
た
よ
う
な
気
が

し
ま
し

た
。

と
て
も
桑
し
い
ス
キ
ー
教
室
で
し

た
。
ま
た
な
に
か
機
会
か
あ
れ
ば
、

今
度
は
も
・
と
上
手
に
す
べ
り
た
い

で
す
。



婦
人
の
学
習
活
動

専
門
講
座
に
参
加
し
て

福
鳥
県
婦
人
教
育
指
導
員

亀

岡
　

ツ
ヤ

一
月
二
十
三
日
か
ら
三
泊
四
日
の

日
租
で
、
埼
玉
県
の
国
立
婦
人
教
育

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
婦
人
の
学

習
活
動
専
門
講
座
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
目
的
は
婦
人
の
学

習
活
動
の
充
実
を
は
か
る
た
め
に
。

婦
人
教
育
の
当
面
す
る
課
題
に
つ
い

て
国
立
婦
人
教
育
会
館
の
研
修
及
び

岡
査
研
究
の
過
程
で
明
ら
か
に
さ
れ

た
事
項
を
中
心
に
、
専
門
的
な
講
義

及
び
討
議
に
よ
る
研
修
か
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
掌
誉

の
中
か
ら
。
私

の
一
番
興
味
か
あ
り
印
象
に
残
っ
た

一
部
を
あ
げ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

「
婦
人
の
能
力
開
発
」
の
テ
ー
マ
か

ら
、
と
り
わ
け
社
会
参
加
に
必
要
な

基
礎
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
先
ず
自
分
自
身
を
知
る
』
さ
ま
ざ

ま
な
学
習
を
通
し
て

「
自
分
か
考
え

て
い
る
自
分
に
つ
い
て
」
自
己
確
認

を
す
る
と
と
も
に
、
同
じ
作
業
を
し

た
他
者
と
の
比
較
、
照
合
に
よ

り
て

自
己
理
解
を
深

め
る
こ
と
、
自
分
の

好
き
な
こ
と
、
望
み
な
ど
に
つ
い
て

自
己
点
検
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
実
り
あ
る
豊
か
な
生
き
方
へ
の

き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
。
価
値
を
含

ん
だ
判
断
を
し
、
そ
れ
を
他
者
と
比

較
す
る
こ
と
に
よ

り
て
自
分
の
好
み
、

価
値
観
を
見
直
す
こ
と
、
他
者
の
価

値
観
や
物
事
の
判
断
の
仕
方
の
違
い

に
気
づ
く
こ
と
な
ど
か
あ
り
ま
す
。

ま
た
種
々
の
点
検
に
よ
っ
て
。
自
分

の
行
動
傾
向
や
対
人
関
係
の
パ
タ
ー

ン
を
知
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
う

し
て
自
分
白
身
を
み
つ
め
。
自
分
を

よ
り
客
観
的
に
知
る
こ
と
が
社
会
参

加
の
た
め
の
第
一
歩
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。

一
般
に
主
婦
に
は
過
剰
な

”
家
庭

役
割
優
先
主
義
”
ま
た

”性
別
役
割

分
業
意
識
”
が
あ
る
と
い
う
指
摘
か

あ
り
ま
す
。
特
に
、
日
本
の
女
性
は

自
責
の
念
が
強
い
と
指
摘
す
る
声
が

あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
自
分
の
お
か
れ

た
不
本
意
な
状
況
を
、
す
べ
て
自
分

に
原
因
が
あ
る
と
考
え
る
と
い
う
の

で
す
。
し
か
し
、
必
ず
し
も
す
べ
て

自
分
に
原
因
か
あ
る
わ
け
で
は
な
く
。

杜
会
通
念
な
ど
杜
会
的
な
原
因
に
気

づ
か
な
い
と
、
自
信
回
復
が
で
き
ま

せ
ん
。
そ
し
て
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
自

分
に
と
っ
て
何
か
重
要
な
価
値
な
の

か
を
見
極
め
る
感
覚
を
鍛
え
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

楽
し
か
っ
た
ス
キ
ー
教
室

小
川
　
惠
見

天
元
台
ス
キ
ー
場
は
、
西
吾
凄
山

直
下
の
標
高
一
三
〇
〇
～
一
六
〇
〇

メ
ー
ト
ル
に
あ
る
積
曾
、
雪
質
と
も

申
し
分
の
な
い
ス
キ
ー
場
で
す
。

ふ
も
と
に
は
白
布
高
湯
温
泉
か
あ

り
。
あ
た
た
か
い
暘
け
む
り
を
あ
げ

て
い
ま
す
。

三
月
四
日
は
公
民
館
主
催
の
ス
キ

ー
教
室
か
、
こ
の
天
元
台
ス
キ
ー
場

で
四
十
名
の
愛
好
者
か
参
加
し
て
冊

か
れ
ま
し
た
。

今
冬
は
希
に
み
る
暖
冬
で
各
ス
キ

ー
場
は
曾
不
足
の
た
め
悲
鳴
を
あ
げ

て
い
ま
す
。
途
中
の
『
粟
子
』
は
地

肌
を
の
ぞ
か
せ

『
米
沢
』
は
青
草
か

見
え
る
と
い
り
た
状
況
で
す
。
そ
の

た
め
禎
雪
を
胯
る
天
元
台
に
ス
キ
ー

ヤ
ー
か
集
中
し
駐
車
場
は
満
ぱ
い
で
、

朝
六
時
出
殖
の
ス
キ
ー
バ
ス
も
路
上

駐
車
の
車
の
そ
ぱ
を
通
り
ぬ
け
。
や

っ
と
の
思
い
で
到
着
し
ま
し
た
。

ス
キ
ー
場
は
三
月
と
は
い
え
雪
が

多
少
か
た
く
、
ア
イ
ス
バ
ー
ン
も
あ

う
た
の
で
す
か
全
面
滑
降
か
可
能
で

今
冬
の
様
子
と
し
て
は
最
高
で
し
た
。

午
前
中
は
国
見
町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

の
斎
藤
、
村
上
、
黒
田
、
八
巻
の
各

コ
ー
チ
の
も
と
で
基
本
技
能
を
習
得

し
ま
し
た
。
午
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
頂
上
か
ら
の
ダ
ウ
ン

ヒ
ル
を
十
分
に
楽
し
み
ま
し
た
。

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
乗
り
場
の
集
合
地

に
午
後
三
時
に
全
只
集
合
し
帰
途
に

つ
き
ま
し
た
。

冬
山
の
厳
し
さ
と
美
し
さ
を
吸
収

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
能
に
応
じ
て
出

来
る
ス
キ
ー
は
、
本
当
に
楽
し
く
健

康
的
な
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
い
ま
す
。

次
の
機
会
に
は
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

会
員
募
集

く
に
み
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

若
い
人
か
ら
中
高
年
ま
で
体
力
維

持
、
運
動
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に

最
適
な
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
ク
ラ

ブ

の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。
室
内
運
動

で
す
か
ら
天
候
に
関
係
な
く
練
習
で

き
ま
す
。

一
、
会
員
は
町
内
在
住
か
町
内
に
勤
務

し
て
い
る
成
人
男
女

一「
体
力
維
持
と
親
ぽ
く
を
は
か
る
こ

と
が
目
的

弓
練
習
日

①
昼
の
部
ｉ

②

夜
の
部
・
：

毎
週
火
・
金
曜
日

午
前
九
時
～
十
二
時

町
民
体
青
郎

毎
遡
火
曜
日

午
後
七
時
半
～
九
時

森
江
野
町
民
体
育
館

四
、
会

費

ス
ポ
ー
ツ
障
害
保
険
料
を
含
ん
で

二
、
一
〇
〇
円

气
そ
の
他

ラ
ケ
ッ
ト
な
ど
は
ク
ラ
ブ
で
斡
施

い
た
し
ま
す
。
競
技
内
容
も
種
々

あ
り
ま
す
か
ら
、
徐
々
に
町
内
会

対
抗
か
行
え
れ
ぱ
と
思
い
ま
す
。

－

申
し
込
み
先

（
会
長
）
佐
々
木
　
治
郎

Ｓ
邨
2
5
1
1

平成２年３月　公民館及び体育館関係等行事予定表

月 日 曜日 午　　　　　　　　　 後 夜　　　　　　　　　 間

３ 15 木
毋と子の公民館活動

14:00 ～　大技小学校
青年学級閉講式　19:30 ～

16 金
成人学級委員会　13 : 30 ～

毋と子の公民館運営委員会15 : 30 ～

17 土 料理教室閉講式　13:30 ～

Z7 火
社 会 教 宵　 員
公民館運営審議Jt委員 合 同 会 議

文 化 財 保 護 委 輿 会15:00 ～



季
節
の
贈
り
物
に

ド
ラ
イ
バ
ー
大
よ
ろ
こ
び

三
月
三
日
の
桃
の
節
句
を
加
に
し

た
二
月
二
十
八
日
と
三
月
一
口
の
両

日
、
東
北
自
動
車
道
国
見
料
金
所
で
、

料
金
所
職
貝
の
安
藤
恵
子
さ
ん
、
商

野
光
子
さ
ん
、
町
職
員
の
佐
藤
敦
子

さ
ん
の
三
人
か
．
料
金
所
を
通
過
す

る
ド
ラ
イ
バ
ー
に

”桃
の
花
束
”
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
町
特
産
の
桃
を
Ｐ

Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
安
全
運
転
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。。

こ
の
桃
の
花
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
日
本

道
路
公
団
、
国
見
料
金
所
、
県
警
高

速
隊
福
島
分
中
隊
と
町
か
協
力
し
企

画
さ
れ
た
も
の
で
、
国
見
朴
金
所
の

職
員
の
皆
さ
ん
か
事
務
所
裏
の
温
室

で
丹
精
込
め
て
育
て
、
今
に
も
闘
花

し
そ
う
に
っ
ぼ
み
か
大
き
く
膨
ら
ん

だ
も
の
で
、
一
一
日
問
で
二
百
五
十
束

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
’

冷
た
い
鳳
か
吹
く
巾
、
桃
の
花
束

を
プ
レ
ゼ
ン
Ｌ‐
さ
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー

の
皆
さ
ん
は
、
思

い
が
け
な
い

。季

節
の
贈
り
物
”
に
人
よ
ろ
こ
び
し
て

い
ま
し
た
。

健
康
講
演
会

開
催
さ
れ
る

町
と
国
見
町
健
康
づ
ぐ
り
推
進
協

讌
会
が
主
催
す
る
『
健
康
講
演
会
』

か
二
月

二
十

口
、

町
福
祉

セ

ン
タ
ー

講
堂
で

開
催

さ

れ
ま
し

た
。

公
立

藤

田
総
合

病
院

副
院
長

の
朽

木
渉
先

生
を

迎
え

、
「
か

ん
の

’ｒ

防

」

に
つ

い
て

の
講

義
が
あ

り
。

ろ

フ
イ

ド
を

使
っ

た
わ

か
り
や

す

い
脱
明
に

、

参
加

さ
れ

た
百

川
名

の
町
民

の
方
々

は
熱

心
に
耳

を

傾
け

、
が
ん
ｆ

防

に

対
す

る
知

識
を

一
肘
深

め
よ

う
と
貞

剣

に
学
ん

で

い
ま
し

た
。。

二
重

堀

保

存
管

理

計
画

の
策
定
進
む

町
教
育
委
員
会
で
は
現
在
、
奥
川

合
戦
八
百
年
祭
を
記
念
し
て
、
阿
津

賀
恵
山
防
塁
（
二
重
堀
）
の
将
米
に

わ
た
る
保
存
管
理
と
整
備
の
方
向
性

を
定
め
る
た
め
、
保
作
管
理
計
画
の

策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。

こ
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
策
定

委
貝
会

を
組
織

し

、
町
及

び
地
元

関

係
者

と
歴

史
研

究
者

の
方

々
に
委
Ｈ

を
委
嘱

し
て

い
ま
す

。
特

に
専
門

委

員
と
し

て
は

東
京
大

学
教
授

の
石
井

進
先
生

を
は

じ

め
、
東
北

学
院
大

学

教
授

の
小
林

消
治
先

生
、
大

石
直
ｉ

先
生

、
東
北
人

学
教

授
の
入

開
田

宜

夫
先
生

ほ

か
日
本

の
歴

史
研
究

を
代

表
す

る
先

生
方

に
卑
門

分
野

か
ら
ご

意
見

を

い
た
だ

い
て

い
ま
す

。
ま
た
、

城
郭

研
究

の
第

一
人
者

で
あ

る
都
立

大
学

の
藤
本

正

行
先

生
に
は

特
に
辱

門

調
査
を

お
願

い
し

て

い
ま
す
。

昨
年

九
月

四
日
第

。
同

策
定
委

員

会

を
閧

催
し

、
ト

ー
。川
ニ

ト
二
日

に

は
現
地
調
査
会
を
実
施
し
ま
し
た

。
そ

Ｌ

て

、
今
年

１１
月

。て
十
日

に
第
二

回

委
口
会

を
閧

催
し

、
文
化
斤

服
郎

調

責

官

の

ご
指

導
を

い
た

だ
き
、
具

体

的
な
叶

両
の

策
定

に
つ

い
て

協
議

し

ま
し

た
。

こ

の
保
存
管

理
計

画
は

、
平
成

三

年
峨

に
策
定

を
完
ｒ

す
る

予
定
で

す

か
、
町

の

シ
ン
ボ

ル
で
あ

る
阿
津

賀

志

山
を

全
国

に

Ｐ
Ｒ
し
て

い
く

た
め

に
も

、
計
肉

の
策

定
に
っ

い
て
町

民

の
皆
さ

ん
の

ご
理
解

と

ご
協

力
を

お

願

い
い
た
し

ま
す

。

▲ドライバーに季節の贈り勧

▲健康嫡演会

▲防塁保存管理計画策定委員会

国
見
町
に
表
彰
状

Ｉ

巾

剽
’村

別

交
通
丿
故
防
1
1
:
コ
ン
ク
ー
ル
～

国
見
町
は
、
平
成
元
乍
を
通
じ
酒

切
な
交
通
事
故
防

―
対
策
を
推
進
し
、

事
故
防
止
に
努
め
た
実
績
か
詔
め
ら

れ
、
県
内
Ｂ
グ
ル
ー
プ
｛
人
口
一
万

人
以
上
三
万
人
未
満
｝
第
四
位
と
し

て
表
彰
さ
れ
、
二
月
二
十
三
日
に
開

か
れ
た
県
交
通
対
策
協
議
会
の
席
上
、

そ
の
受
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

目 黒秀 雄ハ ー モニカ 演 奏会 開催

ハーモこ 力人生匐 年･ 皿内はもとより、海外で

も幅広 くボランティア として活躍．すばらしい八
－モ ゛力の音色をお聞きください．

日　 畤　 嘔成2  年 4  月 日 ( 火〉

午俊１時３０分～4  時 40分

會 鳩 囚見町町民 体育館

入場料 無 料

主 価 禺 国の丘 思い出の会

全圃抑留者補償協爵会国 見支部

後 援 国見町・国 見町教宵委員 会

編
集
日
記

○
原
稿
締
め
切
り
閥
際
の
机
の
上
は
、

乱
維
。
来
月
号
こ
そ
は
余
裕
を
も
・

て
…
…
と
思
う
け
ど
、
な
か
な
か
で

き
ず
に
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
、
こ

の
編
集
日
記
を
み
き
柊
え
て
、
ほ
『

と
ひ
と
息
。
○
今
年
も
雪
の
少
な
い

冬
で
し
た
。
私
か
子
ど
も
の
頃
は
、

妊
靴

が
す
っ
ぽ
り
隠
れ
る
ほ
ど
に
雪

か
降
『

た
の
に
、
今
で
は
雪
合
戦
も

雪
だ
る
ま
作
り
も
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
地
球
温
暖

化
の
あ
ら
わ
れ
な
の
で
し
ょ
う
か
。
Ｋ

､
　
望
　
当
　
当

町
企
鹵
丿

福
鳥
県
伊
遭
郡
国
‥咒
町
人
字
藤
Ⅲ
字

．ｒ

Ⅲ
’
．２
の
１

一

九
六
九
一

一
匕
　

ｓ
｛
○
こ
四
五
で
叺
八
－

―
．
．
．

’
代
表
｝
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